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報 告

近畿病院区7害室協議会

日時：2011年６月５日（日）１２:00～16:００

場所：ハービスＰＬＡＺＡ6階会議室３号室

参加者数：２０名

今回はアクセスの良い大阪駅前での交流会で

した。参加者も過去岐多の20名が集まり、自己

紹介も兼ねた近況報告をそれぞれが行いながら、

なごやかに交流会が始まりました。

３回1.1ともなると、交流会の事前に出される

質問も増え、それらへの、答を考えることから

始まりました。

具体的には、製本と保椅年数について符理者

とⅨ階館担当者の激凡が合わない場合どうすれ

ばよいのか、予卵の少ない脳|:ｉｌｆ館でもインパク

トファクターを洲くることができるのか、雑誌

の支払い方法にはどのようなものがあるのか、

KinkiWebcatとNACSISWebcat以外の文献複

写の依頼先があれば知りたい、医師事務作業補

助と図諜館とはどのような業務関係を作ってい

けばよいのかなど、多岐に渡る質問が出されま

した。それらに対し、参加者からの情報や知恵

が出されました。

すべての質問に対して、明確な答えがあるわ

けではありませんが、一人で考えるよりもより

早く、より良い対･応策が見つかり、参加者から

第３回交流会、犬7坂

幹事会

Iま喜びの声が聞こえました。

そのほかにも、電子ジャーナルを安く購入す

る方法の一つとしてのコンソーシアムについて、

機能評価Ver､６への対処方法、地域医療支援病

院と病院図書館のあり方、リンクリゾルバーと

は何か、医中誌Ｗｅｂ（Ver､5）の使用感、書店

情報など、研修会や雑誌記事では見られないよ

うなちょっとした、だけど重要な情報を交換し

あうことができました。

図書館担当者といっても、図書館だけを担当

している人は少なくなりました。他の業務と兼

任している状況下で、どうしたらより良い図沸

館サービスを提供することができるのかを、参

加者の皆さまが考えていることがわかり、一人

ではないんだという安心感と勇気をもらえる交

流会になったのではないかと思います。

今'''1のお昼ごはんは、ブーランジュリー・ブ

ルデイガラのランチボックスと紅茶をいただき、

食後にはお菓子と事務局長提供のクッキーをい

ただきました。

心もお腹もいっぱいになった楽しい会になり

ました。お近くで開催の際には（もちろん遠く

ても)、ぜひご参加ください。

（文責：井上智奈美／三菱京都病院）
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